予算要求資料
平成28年度当初予算　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：建築指導費
	事業名　新　歴史的建築物活用事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　都市建築部　建築指導課　建築指導係　電話番号：058-272-1111（内3789）

E-mail： c11655@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　   6,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	6,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,000

	決定額
	6,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・県内には、国宝・重要文化財をはじめ、数多くの歴史的建築物が存在する。

・国・県指定の重要文化財・登録有形文化財、文化財等以外の歴史的価値の
高い建築物は、各々の手法により一定の範囲内での活用がなされており、総
合的な活用がされていない。また、文化財等以外の歴史的建築物は、認知度
が低い。
・総合的な活用として、観光利用を目的に、案内ガイドブックの作成を行う
特に認知度が低い、独自調査により選定した文化財等以外の歴史的価値の高
い建築物に関する歴史的建築物目録を作成し、教育分野への活用を行う。さ
らに、表示板を作成し、各建築物に設置することにより広く周知を図る。
（２）事業内容
①歴史的建築物案内ガイドブック編集・作成（委託）

歴史的建築物（時代を伝える歴史的建造物（108件）・H26選定歴史的建築物（28件））に、国・県指定の重要文化財からも一部抽出し、建築史・観光などの専門家等に意見を伺い抽出した歴史的建築物を案内する観光ガイドブックを作成。なお、街道（中山道等）、古い町並み（高山、岩村等）、建物（古民家、近代産業建築等）のテーマ毎に歴史的建築物の周遊できるガイドブックを作成する。 (A5版・カラー・２５ページ程度）

②歴史的建築物目録編集・作成（委託）

　　　歴史的建築物全てについて、過去の調査結果を基に各建築物について特徴・特色を紹介する目録を編纂する。
　　　大学、岐阜工業高等専門学校、工業高校などで建築を学ぶ学生に、教材として提供し、県内の価値ある建築物を紹介し、フィールドワークなどで活用してもらう。
　　③広報誌を活用した周知

　　　業務概要：県広報誌に掲載し、建築物の魅力を広く県民に周知する。
　　④案内板設置

　　　歴史的建築物（時代を伝える歴史的建造物（108件）・H26選定歴史的建築

物（28件））について、地域住民や観光客に周知を図るため所有者に配布する。
（３）県負担・補助率の考え方

全県下を対象とした事業であり、県が主体となって行う。

（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	5,584
	歴史的建築物案内ガイドブック、目録編集・作成委託

	消耗品費
	410
	表示プレート400、事務費10

	役務費
	 6
	通信運搬費6

	合計
	6,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
　　　市町村をまたいで、県内全体の歴史的建築物の総合的な活用を実施するため、県の実施は妥当である。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成２８年中に歴史的建築物案内ガイドブック、歴史的建築物目録を作成し配布を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	％
（H  ）
	％
（H  ）
	％
（H  ）
	％
（H  ）
	％
（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	歴史的建築物案内ガイドブック、歴史的建築物目録の作成を平成２８年度中に行うものであり、数値的な指標を設けることは困難。


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	国・県指定の重要文化財・登録有形文化財等以外の歴史的価値の高い建築物については一定の範囲内での活用しかなされておらず、観光や教育等の資源として総合的に活用されていない。本事業を通じて、岐阜県の遺産としての歴史的建築物の価値を整理し、市町村や観光関係機関等に情報を提供することで、歴史的建築物を中心としたまちづくりや歴史的建築物を目的とする観光客の増といった新たな効果が期待できる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
単に一過性の活用で終わらないよう、次年度以降の取組みに繋げる工夫が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

案内板の追加設置、インターネット等メディアでの情報案内等について利用者のニーズを踏まえて検討する。


